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東
京
環
状
道
路
有
識
者
委
員
会

国
と
東
京
都　
へ　「
最
終
提
言
」　

後
の
方
向
性
に　
つ　
い　
て

・　
本　
委　
員　
会　
の　
果　
た　
し　
た　

役
割

以
上
の　
4

項
目
と　
「
第

一
次
提
言
の　
ポ
イ　
ン　
ト
」　

「
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ
有
無

に
よ
る
違　
い　
」　
な
ど　
の　

「
参
考
資
料
」　
で
構
成
さ

れ
て　
い
ま
す

２
、　
３
、　
４

頁
参
照

。　

行
政
か
ら
概
ね
合
理
的

な
資
料
を
提
供

「　
最　
終　
提　
言　
」　で　
は　
、　「　
こ　

れ　
ま　
で　
の　
P  
I  

の　
評　
価　
の　

ま　
と　
め　
」　で　「　
平　
成　
14
年　
11

月　
ま　
で　
の　
P  
I

プ　
ロ　
セ　
ス　
に　

つ　
い　
て　
は　
、　
総　
じ　
て　
行　
政　

側　
か　
ら　
概　
ね　
合　
理　
的　
な　
資　

料　
提　
供　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　

る
」　
と
評
価
し　
て
い　
ま
す　
。　

沿
線　
へ　
の
影
響
な
ど

地
元
の
不
安
解
消
せ
ず

こ　
れ　
ま　
で　
に　
寄　
せ　
ら　
れ　

た　
意　
見　
に　
つ　
い　
て　
は　
「　
広　

域　
的　
意　
見　
を　
中　
心　
に　
外　
環　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　

委　
員　
会　（　
以　
下　
、　
有　
識　
者　
委　

員　
会　
）　が　
29
日　
に　
と　
り　
ま　
と　

め　
た　
「　
最　
終　
提　
言　
」　
は　
、　
御　

厨　
委　
員　
長　
よ　
り　
、　
国　
土　
交　

通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
と　

東　
京　
都　
都　
市　
計　
画　
局　
に　
渡　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
渡　
辺　

和　
足　
局　
長　
は　
「　
委　
員　
の　
皆　

さ　
ま　
に　
は　
大　
変　
な　
ご　
苦　
労　

を　
お　
掛　
け　
し　
ま　
し　
た　
。　
最　

終　
提　
言　
で　
構　
想　
段　
階　
の　
Ｐ　

Ｉ　
の　
評　
価　
と　
今　
後　
の　
方　
向　

性　
を　
示　
し　
て　
頂　
き　
ま　
し　
た　

が　
、　
こ　
の　
提　
言　
を　
真　
摯　
に　

受　
け　
止　
め　
、　
国　
と　
都　
、　
７　
区　

の　
必　
要　
性　
を　
認　
め　
る　
意　
見　

が　
多　
か　
っ　
た　
が　
、　
環　
境　
悪　

化　
や　
移　
転　
な　
ど　
沿　
線　
地　
域　

へ　
の　
影　
響　
に　
対　
す　
る　
地　
元　

か　
ら　
の　
不　
安　
は　
依　
然　
解　
消　

さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
」　
と　
整　
理　

し　
て　
い
ま
す　
。　

I
C
無
し
地
下
案
を

検
討
の
基
本
に

基　
本　
的　
方　
針　
の　
決　
定　
に　

つ　
い　
て　
は　
「　
今　
後　
の　
議　
論　

に　
お　
い　
て　
は　
、　
移　
転　
家　
屋　

数　
を　
出　
来　
る　
限　
り　
少　
な　
く　

し　
て　
、　
地　
元　
住　
民　
へ　
の　
影　

響　
を　
軽　
減　
化　
す　
る　
こ　
と　

が　
、　
最　
も　
重　
要　
視　
す　
べ　
き　

観　
点　
」　
で　
あ　
り　
、　「　
イ　
ン　
タ　

ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
無　
し　
地　
下　
化　

案　
を　
検　
討　
の　
基　
本　
に　
お　
い　

て　
、　
議　
論　
を　
進　
め　
る　
べ　
き　

で
あ
る
。

な　
お　
、　
一　
定　
期　
間　
内　
に　
、　

地　
元　
区　
市　
か　
ら　
の　
明　
確　
な　

要　
請　
が　
な　
さ　
れ　
た　
場　
合　
に　

は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
設　

置　
を　
盛　
り　
込　
ん　
だ　
案　
も　
検　

討　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　
、　
配　
慮　

す　
べ　
き
」　
と　
し　
て　
い　
ま
す　
。　

環
境　
へ　
の
影
響
に

つ　
い
て
さ
ら
に
評
価
を

環
境　
へ　
の
配
慮
に　
つ　
い　

て　
は　
「
沿
道
環
境　
へ　
の
影

響
に　
つ　
い　
て　
は
、　
正
式
な

環
境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト
手
続

き　
の
段
階
で
」、　「
さ
ら
な

る
評
価
を
行
う　
べ　
き
」　
と　

ＰＩ（パブリック・インボルブメント）

施策の立案や事業の計画・実

施等の過程で、関係する住民、

利用者や国民一般に情報を公

開した上で広く意見を聴取し、

それらを反映する方式。

ＰＩプロセス

道路計画合意形成研究会の提

言の中で示されたもので、「周知」

「意見把握」「公表」「審議」「報

告」のステップから構成される。

●時　　間 9：15～17：30（月～金）
●住　　所 〒158-8580

東京都世田谷区用賀4-5-16ＴＥビル 7階
●TEL&FAX 03-3707-1491（外環専用ダイヤル）
●e - m a i l g a i k a n @ k t r . m l i t . g o . j p
●ホームページ h t t p : / / w w w . k t r . m l i t . g o . j p / g a i k a n

お問い合わせは、下記フリーダイヤル、ファックス、メールなどでお受け致します。

東京外かく環状道路調査事務所へお気軽にお立ち寄りください

東急田園都市線 用賀駅　北口 徒歩1分
東京外かく環状道路調査事務所の入居ビル

フリーダイヤル　　　0120-34-1491（TEL&FAX）
電話受付時間 平日9：15～17：30

東京外かく環状道路
調査事務所

Ｐ　
Ｉ
を
評
価
し
、　
今
後
の
方
向
性
を
示
す

市　
、　
住　
民　
の　
方　
々　
と　
議　
論　

を　
重　
ね　
つ　
つ　
外　
環　
の　
方　
向　

性　
を　
示　
せ　
る　
よ　
う　
努　
め　
ま　

す　
」　
と　
挨　
拶　
し　
ま　
し　
た　
。　

都　
市　
計　
画　
局　
杉　
浦　
浩　
技　

監　
は　
「　
委　
員　
の　
先　
生　
方　
に　

は　
、　
ご　
熱　
心　
に　
ご　
審　
議　
頂　

き　
心　
か　
ら　
御　
礼　
を　
申　
し　
上　

げ　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
行　
政　

「
最
終
提
言
」　
は
、　

・　
外　
環　
に　
お　
け　
る　
P  
I  

の　

経
緯

・　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
P  
I  

に　
つ　

い　
て　
の
評
価

・　
配　
慮　
す　
べ　
き　
事　
項　
と　
今　

提言書を手渡す御厨貴委員長（右）。中央は国土交通省関東地方整備局渡辺和足局長、左は東京都都市
計画局杉浦浩技監

「最終提言」は全文をホー

ムページで紹介しています。

印刷した「最終提言」の郵送

をご希望の方は、外環調査事

務所(電話番号等は本ページ

下段)までご連絡下さい。

国　
土　
交　
通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
と　
東　
京　
都　
都　
市　

計　
画　
局　
が　
、　「　
中　
立　
的　
な　
第　
三　
者　
機　
関　
」　
と　
し　
て　
、　
平　

成　
13
年　
12
月　
に　
設　
置　
し　
た　
「　
東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　

委　
員　
会　
」　（　
委　
員　
長　
・　
御　
厨　
貴　
政　
策　
研　
究　
大　
学　
院　
大　

学　
教　
授　
）　は　
、　
11
月　
29
日　
に　
開　
催　
さ　
れ　
た　
第　
13
回　
委　

員　
会　
で　
「　
最　
終　
提　
言　
」　
を　
と　
り　
ま　
と　
め　
、　
国　
と　
東　
京　

都
へ
提
言
を
行　
い　
ま
し
た
。　

「　
最　
終　
提　
言　
」　
は　
、　
P  
I  

の　
取　
り　
組　
み　
、　
意　
見　
の　
整　

理　
、　
基　
本　
方　
針　
の　
決　
定　
、　
環　
境　
へ　
の　
配　
慮　
等　
に　
つ　
い　

て
評
価
、　
助
言
し　
て　
い　
ま
す　
。　

し
て　
い
ま
す　
。　

ま　
た　
、　「　
外　
環　
に　
つ　
い　
て　
、　

計　
画　
を　
廃　
止　
す　
る　
選　
択　
肢　

に　
つ　
い　
て　
も　
、　
絶　
え　
ず　
、　
考　

慮　
す　
る　
柔　
軟　
性　
を　
持　
つ　
べ　

き
」　
と
し　
て　
い　
ま
す　
。　

提　
言　
は　
最　
後　
に　
「　
今　
回　

の　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
お　
い　

て　
、　
い　
く　
つ　
か　
の　
留　
意　
点　

は　
あ　
る　
も　
の　
の　
、　
外　
環　
の　

計　
画　
決　
定　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
大　

き　
な　
改　
善　
が　
見　
ら　
れ　
た　
。　

今　
後　
こ　
の　
経　
験　
が　
さ　
ら　
に　

活　
か　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
を　
委　
員　

会　
と　
し　
て　
は　
期　
待　
し　
た　

い　
」　
と
結
ん　
で　
い　
ま
す　
。　

■
委
員
会
設
置
の
経
緯

道　
路　
事　
業　
を　
含　
め　
た　
公　

共　
事　
業　
全　
般　
に　
つ　
い　
て　
、　

関　
係　
住　
民　
、　
地　
元　
自　
治　
体　

の　
意　
向　
を　
十　
分　
に　
把　
握　
し　

て　
計　
画　
に　
反　
映　
す　
る　
と　
い　

う　
、　
Ｐ　
Ｉ　
（　
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
・　

イ　
ン　
ボ　
ル　
ブ　
メ　
ン　
ト　
）　に　
よ

る
合
意
形
成
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す　
。　

し　
か　
し
諸
外
国
に
比　

べ　
、　
我
が
国
で　
は
未
だ
合

意
形
成
の　
方　
法　
等　
が　
確　
立　

さ　
れ　
て　
お
ら
ず
、　
市
民
の　

こ　
の
問
題
に
対
す
る
理
解

も
十
分
と
は
言
え
な　
い
状

況
で
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
背　
景　
の　
も　

と　
国　
土　
交　
通　
省　
道　
路　
局　
で　

は　
、　
学　
識　
経　
験　
者　
か　
ら　
な　

る　
「　
道　
路　
計　
画　
合　
意　
形　
成　

研　
究　
会　
」　（　
座　
長　
＝　
磯　
部　
力　

東　
京　
都　
立　
大　
学　
法　
学　
部　
教　

授　
）　を　
設　
置　
し　
、　
今　
後　
の　
幹　

線　
道　
路　
事　
業　
の　
構　
想　

段　
階　
に　
お　
け　
る　
計　
画　

決　
定　
プ　
ロ　
セ　
ス　
や　
Ｐ　
Ｉ　

の　
内　
容　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　

学　
識　
経　
験　
者　
の　
方　
々　

か　
ら　
提　
言　
を　
い　
た　
だ　

き
ま　
し
た　
。　

こ　
の　
提　
言　
を　
踏　
ま　

え　
て　
東　
京　
環　
状　
道　
路　

有　
識　
者　
委　
員　
会　
が　
発　

足
し
ま　
し
た　
。　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　

識　
者　
委　
員　
会　
の　
目　
的　

は　
、　
東　
京　
外　
か　
く　
環　

状　
道　
路　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　

高　
速　
間　
）　の　
計　
画　
に　
お　
い　

て　
、　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
の　
時　
間　

管　
理　
を　
念　
頭　
に　
お　
き　
な　
が　

ら　
、　
手　
続　
き　
の　
透　
明　
性　
、　

客　
観　
性　
、　
公　
正　
さ　
を　
確　
保　

す　
る　
た　
め　
、　
公　
正　
中　
立　
な　

立　
場　
か　
ら　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　

に　
つ　
い　
て　
審　
議　
、　
評　
価　
、　
助　

言
す
る　
こ　
と　
で
す　
。　

■
審
議
の
経
緯

有　
識　
者　
委　
員　
会　
は　
平　
成　

13
年　
12
月　
６　
日　
に　
第　
1

回　
会　
合　
を　
開　
催　
し　
て　
以　

来　
、　
13
回　
の　
会　
合　
を　
重　
ね　

■ヒアリングに
ご協力頂いた団体

上石神井商店街振興組合

北野不動産管理研究会

外環道路反対連盟

東京路線トラック協議会

（社）日本自動車連盟（JAF）

西武バス（株）

東京商工会議所

国立環境研究所

草加市

辻水深団地自治会

第13回東京環状道路有識者委員会

の　
取　
り　
組　
み　
に　
つ　
い　
て　
一　

定　
の　
評　
価　
を　
頂　
い　
た　
一　
方　

で　
、　
外　
環　
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　

て　
は　
厳　
し　
い　
ご　
助　
言　
を　
頂　

き　
ま　
し　
た　
。　
い　
ず　
れ　
も　
真　
摯　

に　
受　
け　
止　
め　
、　
時　
間　
管　
理　

を　
念　
頭　
に　
置　
き　
つ　
つ　
十　
分　

な　
検　
討　
を　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
」　

と　
挨　
拶　
し　
ま　
し　
た　
。　

て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
間　
、　

計　
画　
予　
定　
地　
の　
現　
地　
視　
察　

を　
行　
う　
と　
と　
も　
に　
、　
沿　
線　

住　
民　
、　
沿　
線　
以　
外　
の　
住　
民　
、　

経　
済　
界　
、　
運　
輸　
事　
業　
者　
な　

ど　
幅　
広　
い　
各　
層　
か　
ら　
意　
見　

を
聞
き
ま
し
た
。　

こ　
う　
し　
た　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ　

と　
資　
料　
に　
基　
づ　
き　
、　
５　
人　

の　
委　
員　
が　
意　
見　
を　
交　
換　
し　

て　
、　
４　
月　
に　
は　「　
第　
一　
次　
提　

言　
」　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　

後　
も　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ　
を　
行　
い　
、　

議　
論　
を　
深　
め　
て　
「　
最　
終　
提　

言
」　
を
ま
と
め
ま　
し
た　
。　
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東京環状道路有識者委員会最終提言

1
は
じ
め
に

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　
委　
員　
会　（　
以　
下　
、　「　
本　
委　
員　
会　
」　）　

は　
、　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
間　
）　

（　
以　
下　
、　「　
外　
環　
」　）　の　
計　
画　
に　
関　
し　
、　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
の　
時　
間　

管　
理　
を　
念　
頭　
に　
置　
き　
つ　
つ　
、　
手　
続　
き　
の　
透　
明　
性　
、　
客　
観　
性　
、　

公　
正　
さ　
を　
確　
保　
す　
る　
た　
め　
、　
公　
正　
中　
立　
な　
立　
場　
か　
ら　
、　
Ｐ　

Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
つ　
い　
て　
審　
議　
、　
評　
価　
、　
助　
言　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　

的
と　
し　
て　
い　
る
。　

本　
委　
員　
会　
は　
、　
平　
成　
13
年　
12
月　
か　
ら　
平　
成　
14
年　
11
月　
ま　

で　
の　
間　
、　
計　
13
回　
開　
催　
さ　
れ　
た　
。　
本　
委　
員　
会　
で　
は　
、　
こ　
れ　

ま　
で　
計　
画　
沿　
線　
の　
視　
察　
や　
、　
反　
対　
も　
含　
め　
た　
計　
画　
沿　
線　
の　

地　
元　
団　
体　
、　
道　
路　
利　
用　
者　
、　
環　
境　
の　
専　
門　
家　
な　
ど　
、　
計　
10

団　
体　
か　
ら　
の　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ　
、　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
を　
は　

じ　
め　
と　
し　
た　
Ｐ　
Ｉ　
の　
実　
施　
状　
況　
の　
把　
握　
、　
行　
政　
が　
提　
出　
し　

た　
情　
報　
の　
評　
価　
な　
ど　
に　
努　
め　
、　
Ｐ　
Ｉ　
の　
状　
況　
、　
外　
環　
計　
画　

の　
検　
討　
状　
況　
に　
つ　
い　
て　
審　
議　
、　
評　
価　
を　
行　
っ　
て　
き　
た　
。　
本　

委　
員　
会　
設　
置　
後　
１　
年　
を　
経　
過　
し　
、　
第　
一　
次　
提　
言　（　
平　
成　
14

年　
４　
月　
〈　
参　
考　
資　
料　
１　
〉　）　に　
引　
き　
続　
き　
、　
議　
論　
の　
節　
目　
と　

し　
て　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
Ｐ　
Ｉ　
の　
評　
価　
と　
今　
後　
の　
外　
環　
計　
画　
の　
進　

め　
方　
に　
関　
す　
る　
提　
言　
を　
行　
い　
本　
委　
員　
会　
を　
終　
了　
す　
る　
も　

の　
と
す
る
。　

2
外
環
に
お
け
る
Ｐ
Ｉ　
の
経
緯

・　
外　
環　
計　
画　
は　
昭　
和　
41
年　
に　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
さ　
れ　
た　
も　

の　
の　
、　
そ　
の　
前　
後　
か　
ら　
、　
地　
元　
住　
民　
及　
び　
地　
元　
自　
治　
体　

か　
ら
激
し　
い
反
対
運
動
が
お　
こ　
っ　
た　
。　

・　
そ
の
結
果
、　
昭
和
45
年
に
は
根
本
建
設
大
臣
が
国
会

に
お　
い　
て
、　「
地
元
と
話
し
得
る
条
件
の
整
う
ま
で
は

強
行
す　
べ　
き
で
は
な　
い
」　
旨
の
発
言
を
行　
い　
、　
そ
の

後
30
余
年
に
渡　
っ　
て
、　
外
環
計
画
は　
「
凍
結
」　
さ
れ
て

き
た
。　

・　
平
成
11
年
10
月
に
は
東
京
都
知
事
が
計
画
予
定
地

を
視
察
し
、　
住
民
と
行
政
の
対
話
の
き　
っ　
か
け
と
な　

っ　
た
。　

・　
平　
成　
11
年　
12
月　
に　
は　
、　
東　
京　
都　
知　
事　
が　「　
地　
域　
環　
境　
の　

保　
全　
や　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
の　
観　
点　
か　
ら　
、　
地　
下　
化　
を　
基　
本　
と　

し　
て　
、　
計　
画　
の　
具　
体　
化　
に　
取　
り　
組　
む　
」　
と　
の　
所　
信　
を　
表　

明
し
た　
。　

・　
平　
成　
13
年　
１　
月　
に　
は　
、　
国　
土　
交　
通　
大　
臣　
が　
担　
当　
大　
臣　
と　

し　
て　
は　
33
年
ぶ　
り
に
計
画
予
定
地
を
視
察
し
た　
。　

・　
平　
成　
13
年　
４　
月　
に　
は　
、　
国　
と　
東　
京　
都　
か　
ら　
、　
地　
下　
構　
造　

の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
と　
な　
る　
計　
画　
の　
た　
た　
き　
台　
が　
提　
示　
さ　
れ　
、　

同　
年　
５　
月　
に　
は　
、　
国　
土　
交　
通　
大　
臣　
が　
国　
会　
で　
「　
30
年　
以　

上　
計　
画　
が　
放　
置　
さ　
れ　
、　
地　
元　
の　
皆　
様　
に　
ご　
不　
便　
を　
お　
か　

け　
し　
た　
こ　
と　
は　
大　
変　
遺　
憾　
で　
あ　
る　
。　
原　
点　
に　
立　
ち　
戻　
っ　

て　
話　
し　
合　
い　
の　
場　
を　
設　
置　
し　
た　
い　
」　
と　
遺　
憾　
の　
意　
を　
表　

明　
し　
、　
東　
京　
都　
知　
事　
も　
直　
後　
の　
定　
例　
記　
者　
会　
見　
で　
遺　
憾　

の
意
を
表
明
し
た　
。　

・　
そ　
の　
後　
、　
平　
成　
13
年　
12
月　
に　
は　
、　
道　
路　
計　
画　
合　
意　
形　
成　

研　
究　
会　
の　
提　
言　
を　
受　
け　
、　
我　
が　
国　
初　
の　
構　
想　
段　
階　
の　
Ｐ　

Ｉ　
に　
お　
け　
る　
第　
三　
者　
機　
関　
と　
し　
て　
、　
本　
委　
員　
会　
が　
設　
置　

さ
れ
た　
。　

3
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｉ
に　
つ
い
て
の
評
価

（
１
）　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
整
理　
・　
分
析

こ　
れ　
ま　
で　
、　
情　
報　
提　
供　
や　
意　
見　
把　
握　
の　
た　
め　
の　
様　
々　
な　

Ｐ　
Ｉ　
活　
動　〈　
参　
考　
資　
料　
２　
〉　を　
通　
じ　
て　
、　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　
見　

〈
参
考
資
料
３　
〉　を
整
理　
・　
分
析
す
る
と
、　
主
な
論
点
は
、　

・　
１　
都　
３　
県　
に　
お　
け　
る　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
の　
結　
果　
か　
ら　
見　
て　

も　
、　
広　
域　
的　
に　
は　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
を　
望　
む　
声　
が　
大　
き　

く　
、　
そ　
の　
理　
由　
と　
し　
て　
、　
首　
都　
圏　
の　
慢　
性　
的　
な　
渋　
滞　
の　

緩　
和　
、　
首　
都　
圏　
の　
環　
境　
負　
荷　
の　
軽　
減　
に　
期　
待　
す　
る　
と　
こ　

ろ
が
大
き　
い　
。　

・　
沿　
道　
へ　
の　
影　
響　
を　
抑　
え　
た　
地　
下　
構　
造　
と　
す　
る　
こ　
と　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
沿　
道　
地　
域　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
広　
域　
的　
に　
も　
肯　
定　
す　

る
意
見
が
大
き　
い　
。　

・　
計
画　
へ　
の
懸
念
を
示
す
主
な
意
見
は
、　

―
外
環
の
事
業
実
施
に
と
も
な
う
道
路
予
定
地
の
家

屋
移
転　
・　
補
償
問
題

―　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
や　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
周　
辺　
の　
地　
上　

部　
、　
掘　
り　
割　
り　
区　
間　
の　
沿　
道　
市　
街　
地　
に　
お　
け　
る　
騒　

音　
、　
振　
動　
、　
大　
気　
汚　
染　
な　
ど　
の　
環　
境　
悪　
化　
へ　
の　
懸　
念　

―　
自　
動　
車　
交　
通　
が　
増　
加　
し　
、　
首　
都　
圏　
全　
体　
の　
環　
境　
悪　
化　

を
も
た　
ら
す
と　
の
懸
念

―　
1  

km
あ　
た　
り　
１　
０　
０　
０　
億　
円　
と　
も　
い　
わ　
れ　
る　
地　
下　
化　

に
よ
る　
コ　
ス　
ト
が
膨
大
で
あ
る　
こ　
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。　

（
２
）　
Ｐ　
Ｉ　
の
手
法
に　
つ　
い
て
の
評
価

【
情
報
提
供
や
意
見
の
把
握
に　
つ　
い　
て
】　

・　
Ｐ　
Ｉ　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
沿　
線　
住　
民　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
の　
こ　
と　
沿　

線　
以　
外　
の　
住　
民　
、　
経　
済　
界　
や　
運　
輸　
事　
業　
者　
な　
ど　
の　
関　
係　

す　
る　
企　
業　
・　
団　
体　
も　
関　
係　
者　
と　
し　
て　
、　
意　
見　
の　
把　
握　
に　

努
め　
る　
べ　
き　
で
あ
る
。　

・　
こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
今　
回　
の　
構　
想　
段　
階　
の　
Ｐ　
Ｉ　
で　
は　
、　
沿　
線　

の　
関　
係　
者　
を　
対　
象　
に　
広　
報　
紙　
、　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　

会　
、　
相　
談　
所　
、　
個　
別　
説　
明　
会　
、　
７　
区　
市　
行　
政　
連　
絡　
会　
、　
区　

市　
報　
、　
広　
範　
囲　
の　
関　
係　
者　
を　
対　
象　
に　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
、　
ヒ　

ア　
リ　
ン　
グ　
、　
新　
聞　
広　
告　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　（　
ホ　
ー　
ム　
ペ　

ー　
ジ　
、　
電　
子　
メ　
ー　
ル　
）　、　
は　
が　
き　
、　
専　
用　
フ　
リ　
ー　
ダ　
イ　
ヤ　

ル　
、　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
な　
ど　
、　
対　
象　
に　
よ　
っ　
て　
多　
様　
な　
手　
法　
を　
活　

用
し　
て　
い　
る
。　

【
Ｐ　
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
に　
つ　
い　
て
】　

・　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
平　
成　
13
年　
９　
月　

の　
準　
備　
会　
発　
足　
後　
、　
し　
ば　
ら　
く　
議　
論　
が　
進　
展　
し　
て　
い　
な　

か　
っ　
た　
も　
の　
の　
、　
第　
一　
次　
提　
言　
後　
、　
早　
期　（　
平　
成　
14
年　
６　

月
）　に
設
立
さ
れ
た　
こ　
と
は
評
価
で
き
る
。　

・　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
は　
、　
必　
要　
性　
の　
有　
無　
の　
議　
論　
か　

ら　
行　
う　
こ　
と　
と　
し　
て　
発　
足　
し　
た　
が　
、　
反　
省　
点　
と　
し　
て　
は　
、　

議　
事　
進　
行　
の　
方　
法　
論　
に　
時　
間　
を　
か　
け　
す　
ぎ　
、　
本　
来　
行　
う　

べ　
き　
必　
要　
性　
の　
討　
議　
が　
十　
分　
行　
わ　
れ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
が　

あ
げ
ら
れ
る
。　

・　
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
に　
つ　
い　
て
は
、　
国
と
東
京
都

か
ら
だ
け
で
な
く
各
協
議
員
か
ら
も
資
料
が
提
出

さ
れ
始
め
て
お
り
、　
今
後
、　
そ
れ
ら
に
対
す
る
意
見

交
換
に
よ
り
議
論
が
深
ま　
っ　
て　
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。　

・　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
は　
、　
自　
律　
性　
を　
高　
め　
、　
可　
能　
な　

ら
ば
議
論
の
集
約
を
図
る　
こ　
と
が
求
め
ら
れ
る
。　

（　
３　
）　
情　
報　
提　
供　
及　
び　
意　
見　
の　
把　
握　
状　
況　
に　
つ　
い　
て　
の　
評　
価　

・　
Ｐ　
Ｉ　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
幅　
広　
い　
情　
報　
提　
供　
お　
よ　
び　
意　
見　
の　

把
握
が
必
要
で
あ
る
。　

・　
こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
今　
回　
の　
構　
想　
段　
階　
Ｐ　
Ｉ　
に　
お　
け　
る　
情　
報　

提　
供　
の　
量　
は　
、　
の　
べ　
１　
１　
０　
万　
人　
に　
及　
ぶ　
な　
ど　
、　
行　
政　

の
情
報
提
供　
へ　
の
努
力
は
評
価
で
き
る
。　

・　
多　
種　
多　
様　
な　
市　
民　
層　
に　
多　
様　
な　
方　
法　
に　
よ　
る　
情　
報　
提　

供　
や　
意　
見　
把　
握　
を　
実　
施　
し　
た　
結　
果　
、　
約　
１　
４　
９　
０　
０　
人　

の　
方　
々　
か　
ら　
意　
見　
が　
寄　
せ　
ら　
れ　
、　
そ　
の　
内　
訳　
も　
沿　
線　
住　

民　
か　
ら　
約　
６　
３　
０　
０　
人　
、　
東　
京　
都　
全　
体　
約　
９　
８　
０　
０　

人　
、　
そ　
の　
他　
約　
５　
１　
０　
０　
人　
と　
様　
々　
な　
角　
度　
か　
ら　
の　
意　

見
の
把
握
が
な
さ
れ
て　
い　
る
。　

・　
本　
委　
員　
会　
が　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ　
し　
た　
結　
果　
か　
ら　
み　
て　
も　
、　
説　

明　
会　
、　
相　
談　
所　
、　
は　
が　
き　
な　
ど　
で　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　
見　
に　

よ　
り　
、　
現　
段　
階　
で　
の　
論　
点　
は　
概　
ね　
把　
握　
で　
き　
て　
い　
る　
も　

の　
と
考
え
る
。　

（
４
）　
寄
せ
ら
れ
た
意
見　
へ　
の
対
応
に
関
す
る
評
価

・　
Ｐ　
Ｉ　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
得　
ら　
れ　
た　
意　
見　
に　
対　
し　
て　
は　
、　
意　

見　
を　
集　
約　
し　
た　
上　
で　
、　
で　
き　
る　
だ　
け　
速　
や　
か　
に　
回　
答　
を　

行　
っ　
て　
い　
く
こ　
と
が
必
要
で
あ
る
。　

・　
今　
回　
の　
構　
想　
段　
階　
Ｐ　
Ｉ　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　

見　
に　
対　
し　
、　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
、　
計　
画　
内　
容　
、　
環　
境　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
外　
環　
の　
効　
果　
と　
影　
響　
に　
関　
す　
る　
資　
料　
を　
用　
い　

て
情
報
提
供
を
行　
っ　
て　
い　
る
。　

・　
効　
果　
と　
影　
響　
に　
関　
す　
る　
情　
報　
は　
、　
広　
域　
的　
な　
効　
果　
が　
主　

た　
る　
内　
容　
で　
あ　
り　
、　
計　
画　
内　
容　
や　
環　
境　
に　
関　
す　
る　
情　
報　

不　
足　
に　
つ　
い　
て　
批　
判　
も　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
が　
、　
構　
想　
段　
階　
で　

の　
検　
討　
レ　
ベ　
ル　
や　
現　
状　
の　
技　
術　
レ　
ベ　
ル　
か　
ら　
見　
て　
や　
む　

を
得
な　
い　
も　
の　
と
考
え
る
。　

（
５
）　
情
報
提
供
の
内
容
に　
つ　
い
て
の
評
価

構　
想　
段　
階　
に　
お　
け　
る　
情　
報　
提　
供　
の　
内　
容　
に　
つ　
い　
て　
、　
資　

料　
の　
内　
容　
、　
資　
料　
の　
作　
成　
方　
法　
、　
検　
討　
の　
粗　
さ　（　
詳　
細　
度　
）　

の　
３　
つ　
の
観
点
か　
ら
評
価
す
る
。　

１

資
料
の
内
容
に　
つ　
い　
て

・　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
協　
議　
会　（　
仮　
称　
）　設　
立　
に　
向　
け　
た　
確　
認　
内　
容　
、　

こ　
れ　
ま　
で　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　
見　
、　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　

や　
７　
区　
市　
行　
政　
連　
絡　
会　
で　
の　
要　
望　
等　
に　
沿　
う　
よ　
う　
に　
、　

外　
環　
の　
効　
果　
と　
影　
響　
の　
観　
点　
か　
ら　
情　
報　
提　
供　
を　
行　
っ　
て　

い　
る
。　

２

資
料
の
作
成
方
法

・　
こ　
れ　
ま　
で　
公　
表　
し　
た　
資　
料　
に　
つ　
い　
て　
、　
特　
に　
試　
算　
結　
果　

の　
デ　
ー　
タ　
に　
つ　
い　
て　
は　
そ　
の　
算　
出　
根　
拠　
の　
提　
示　
な　
ど　
、　

資
料
の
作
成
プ　
ロ　
セ　
ス　
の
透
明
化
を
図　
っ　
て　
い　
る
。　

３

検
討
の
粗
さ　（
詳
細
度
）　

・　
こ　
れ　
ま　
で　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　
見　
の　
う　
ち　
外　
環　
の　
効　
果　
に　
関　

す　
る　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
現　
段　
階　
で　
想　
定　
可　
能　
な　
前　
提　

条　
件　
に　
も　
と　
づ　
き　
、　
現　
状　
の　
技　
術　
レ　
ベ　
ル　
と　
し　
て　
妥　
当　

な
方
法
を
用　
い　
た
定
量
的
な
分
析
を
行　
っ　
て　
い　
る
。　

・　
仮　
に　
、　
現　
在　
行　
っ　
て　
い　
る　
試　
算　
の　
前　
提　
条　
件　
が　
変　
化　
し　

試　
算　
結　
果　
が　
大　
き　
く　
変　
化　
し　
て　
も　
、　
構　
想　
段　
階　
で　
求　
め　

ら　
れ　
る　
判　
断　
に　
大　
き　
く　
影　
響　
を　
及　
ぼ　
す　
可　
能　
性　
は　
小　

さ　
い　
と
思
わ
れ
る
。　

・　
た　
だ　
し　
、　
ま　
だ　
不　
確　
定　
要　
素　
が　
多　
い　
た　
め　
、　
次　
の　
段　
階　

以　
降　
、　
交　
通　
需　
要　
予　
測　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　
よ　
り　
詳　
細　
な　
試　

算　
が　
必　
要　
で　
あ　
る　
。　
さ　
ら　
に　
、　
地　
域　
の　
環　
境　
悪　
化　
に　
対　

す
る
評
価
も
今
後
必
要
で
あ
る
。　

（
６
）　こ
れ
ま
で
の
Ｐ　
Ｉ　
の
評
価
の
ま
と
め

平　
成　
14
年　
11
月　
ま　
で　
の　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
総　

じ　
て　
行　
政　
側　
か　
ら　
概　
ね　
合　
理　
的　
な　
資　
料　
提　
供　
が　
な　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　
さ　
ら　
に　
必　
要　
と　
す　
る　
資　
料　
を　
提　
供　
す　
る　
努　
力　
を　

し　
て　
い　
く　
べ　
き　
で
あ
る
。　

4
配　
慮　
す　
べ　
き　
事　
項　
と　
今　
後　
の　
方　
向　
性　
に　
つ　
い　
て　

ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
結　
果　
に　
示　
す　
よ　
う　
に　
、　
広　
域　
的　
意　
見　
を　
中　

心　
に　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
を　
認　
め　
る　
意　
見　
が　
多　
か　
っ　
た　
が　
、　
環　

境　
悪　
化　
や　
移　
転　
な　
ど　
沿　
線　
地　
域　
へ　
の　
影　
響　
に　
対　
す　
る　
地　
元　

か　
ら　
の　
不　
安　
は　
依　
然　
解　
消　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
な　
ど　
、　
最　
終　
的　

な
合
意
形
成
に　
は
至　
っ　
て　
い　
な　
い　
。　

解　
消　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
不　
安　
と　
し　
て　
、　
配　
慮　
す　
べ　
き　
事　
項　
は　
、　

（　

）　移　
転　
棟　
数　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
と　
上　
部　

利
用
の
有
無
に
よ
る
違　
い　〈
参
考
資
料
４　
・　
５　
〉　

（

）　環
境
悪
化
に　
つ　
い　
て　
は
沿
道
環
境　
へ　
の
影
響

（

）　上
記
全
て
を
含
め
た
費
用
と
便
益

が　
あ　
げ　
ら　
れ　
る　
の　
で　
、　
今　
後　
、　
議　
論　
を　
深　
め　
て　
行　
く　
必　
要　

が
あ
る
。　

な　
お　
、　
必　
要　
性　
に　
つ　
い　
て　
の　
議　
論　
を　
進　
め　
る　
た　
め　
に　
は　
、　

具
体
的
な
条
件
を
設
定
し
た
計
画
案
が
必
要
で
あ
る
。

【
イ
ン
タ
ー
チ　
ェ　
ン
ジ
と
上
部
利
用
】　

・　
今　
後　
の　
議　
論　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
移　
転　
家　
屋　
数　
を　
出　
来　
る　
限　

り　
少　
な　
く　
し　
て　
、　
地　
元　
住　
民　
へ　
の　
影　
響　
を　
軽　
減　
化　
す　
る　

こ　
と
が
、　
も　
っ　
と
も
重
要
視
す　
べ　
き
観
点
で
あ
る
。　

・　
し　
た　
が　
っ　
て　
、　
今　
後　
、　
外　
環　
計　
画　
の　
議　
論　
を　
進　
め　
る　
に　

あ　
た　
っ　
て　
は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
無　
し　
地　
下　
化　
案　
を　
検　

討
の
基
本
に
お　
い　
て
、　
議
論
を
進
め　
る　
べ　
き　
で
あ
る
。　

・　
な　
お　
、　
一　
定　
期　
間　
内　
に　
、　
地　
元　
区　
市　
か　
ら　
の　
明　
確　
な　
要　

請　
が　
な　
さ　
れ　
た　
場　
合　
に　
は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
設　
置　

を　
盛　
り　
込　
ん　
だ　
案　
も　
検　
討　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　
、　
配　
慮　
す　
べ　

き　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
場　
合　
に　
お　
い　
て　
も　
、　
交　
通　
の　
利　
便　
性　

の　
向　
上　
や　
移　
転　
家　
屋　
数　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
の　
配　
慮　
は　
不　
可　

欠
で
あ
る
。　

・　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
無　
し　
地　
下　
化　
案　

の　
検　
討　
の　
た　
め　
に　
、　
そ　
の　
計　
画　
内　
容　
、　
環　
境　
へ　
の　
影　
響　
、　

移　
転　
補　
償　
策　
な　
ど　
の　
具　
体　
的　
か　
つ　
詳　
細　
な　
検　
討　
を　
早　
急　

に　
進　
め　
、　
そ　
の　
情　
報　
・　
デ　
ー　
タ　
と　
方　
策　
案　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

情
報
公
開
し
、　
Ｐ　
Ｉ
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。　

・　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
に　
関　
す　
る　
方　
針　
決　
定　
と　
上　
部　
利　
用　
の　

可　
否　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
議　
論　
す　
べ　
き　
時　
期　
を　
明　
確　
に　
分　
け　
、　

地　
上　
部　
の　
利　
用　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
に　
関　
す　

る　
行　
政　
判　
断　
、　
政　
策　
方　
針　
の　
決　
定　
が　
な　
さ　
れ　
た　
後　
に　
、　

具
体
的
な
検
討
を
進
め　
る　
べ　
き　
で
あ
る
。　

・　
な　
お　
、　
外　
環　
の　
基　
本　
的　
方　
針　
に　
関　
す　
る　
政　
策　
判　
断　
は　
、　

住　
民　
の　
生　
活　
補　
償　
、　
環　
境　
対　
策　
の　
責　
任　
等　
と　
密　
接　
不　
可　

分　
で　
あ　
る　
た　
め　
、　
一　
連　
の　
Ｐ　
Ｉ　
の　
結　
果　
と　
し　
て　
得　
ら　
れ　

た　
情　
報　
を　
参　
考　
に　
し　
な　
が　
ら　
、　
総　
合　
的　
な　
行　
政　
判　
断　
、　

政　
策　
方　
針　
の　
決　
定　
と　
し　
て　
、　
国　
土　
交　
通　
大　
臣　
と　
東　
京　
都　

知
事
が
行
う　
べ　
き　
で
あ
る
。　

・　
外　
環　
の　
行　
政　
判　
断　
、　
政　
策　
方　
針　
の　
決　
定　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
時　

間　
管　
理　
の　
観　
点　
が　
重　
要　
で　
あ　
る　
。　
し　
た　
が　
っ　
て　
、　
平　
成　

15
年　
３　
月　
に　
た　
た　
き　
台　
の　
提　
案　
か　
ら　
２　
年　
を　
迎　
え　
る　
と　

い　
う　
こ　
と　
を　
充　
分　
に　
認　
識　
し　
て　
取　
り　
組　
む　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

【
沿
道
環
境　
へ　
の
影
響
に　
つ　
い　
て
】　

・　
沿　
道　
環　
境　
へ　
の　
影　
響　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
正　
式　
な　
環　
境　
ア　
セ　

ス　
メ　
ン　
ト　
手　
続　
き　
の　
段　
階　
で　
、　
よ　
り　
詳　
細　
な　
情　
報　
に　
も　

と　
づ　
く　
検　
討　
や　
、　
専　
門　
家　
に　
よ　
る　
技　
術　
的　
助　
言　
を　
経　

て
、　
さ
ら
な
る
評
価
を
行
う　
べ　
き　
で
あ
る
。　

【
費
用
対
便
益
】　

・　
今　
後　
、　
社　
会　
的　
便　
益　
や　
外　
部　
不　
経　
済　（　
環　
境　
コ　
ス　
ト　
等　
）　

な　
ど　
も　
考　
慮　
し　
て　
社　
会　
全　
体　
と　
し　
て　
の　
費　
用　
対　
便　
益　
の　

比　
較　
を　
行　
う　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　
併　
せ　
て　
誰　
が　
そ　
の　
費　
用　
を　

負　
担　
し　
、　
誰　
が　
そ　
の　
便　
益　
を　
享　
受　
す　
る　
か　
に　
つ　
い　
て　
の　

問　
題　
お　
よ　
び　
そ　
の　
是　
正　
方　
法　
な　
ど　
も　
検　
討　
し　
、　
総　
合　
的　

判
断
を
行
う　
べ　
き　
で
あ
る
。　

【
柔
軟
な
対
処
】　

・　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
、　
今　
後　
、　
計　
画　
の　
詳　
細　
な　
検　
討　
結　
果　
、　

環　
境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　
の　
結　
果　
、　
住　
民　
や　
区　
市　
の　
意　
向　
な　

ど　
に　
よ　
っ　
て　
は　
、　
外　
環　
に　
つ　
い　
て　
、　
計　
画　
を　
廃　
止　
す　
る　
選　

択　
肢　
に　
つ　
い　
て　
も　
、　
絶　
え　
ず　
、　
考　
慮　
す　
る　
柔　
軟　
性　
を　
持　

つ　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　
た　
だ　
し　
、　
外　
環　
計　
画　
を　
実　
行　
す　
る　
場　

合　
に　
せ　
よ　
廃　
止　
す　
る　
場　
合　
に　
せ　
よ　
、　
そ　
の　
デ　
メ　
リ　
ッ　
ト　

に　
つ　
い　
て　
も　
明　
確　
に　
公　
開　
し　
、　
Ｐ　
Ｉ　
を　
通　
し　
て　
、　
実　
行　

な　
い　
し　
廃　
案　
を　
選　
択　
し　
た　
責　
任　
に　
つ　
い　
て　
、　
住　
民　
、　
区　

市
と
も
分
か
ち
合
う
よ
う
に
す　
べ　
き　
で
あ
る
。　

【
Ｐ　
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
】　

・　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　
元　
住　
民　
お　
よ　

び　
区　
市　
と　
の　
重　
要　
な　
意　
見　
交　
換　
の　
場　
で　
あ　
る　
の　
で　
、　
現　

時　
点　
で　
事　
務　
局　
と　
進　
行　
役　
を　
務　
め　
る　
国　
と　
東　
京　
都　
は　

運　
営　
方　
法　
を　
改　
善　
し　
、　
議　
論　
が　
深　
ま　
る　
よ　
う　
努　
め　
る　
べ　

き　
で
あ
る
。　

【
住
民
の
生
活
補
償
の
た
め
に
今
後
検
討
す
べ　
き
課
題
】　

・　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
、　
買　
い　
取　
り　
希　
望　
者　
の　
土　
地　
の　
買　
収　
、　

代　
替　
地　
の　
買　
収　
や　
受　
け　
皿　
住　
宅　
の　
建　
設　
、　
農　
地　
所　
有　
者　

の　
相　
続　
税　
等　
の　
猶　
予　
あ　
る　
い　
は　
軽　
減　
措　
置　
な　
ど　
、　
具　
体　

的
な
対
策
の
検
討
を
早
急
に
進
め　
る　
べ　
き　
で
あ
る
。　

【
沿
線
住
民
ア　
ン
ケ
ー　
ト
】　

・　
広　
域　
的　
な　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
は　
実　
施　
済　
み　
で　
あ　
る　
が　
、　
外　
環　

道　
路　
計　
画　
の　
沿　
線　
住　
民　
に　
対　
し　
て　
も　
、　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
調　

査　
を　
実　
施　
す　
る　
こ　
と　
が　
重　
要　
で　
あ　
る　
。　
な　
お　
、　
そ　
の　
際　
、　

都　
市　
計　
画　
決　
定　
範　
囲　
と　
そ　
の　
周　
辺　
及　
び　
区　
市　
全　
域　
範　

囲　
で　
は　
、　
立　
場　
が　
異　
な　
る　
た　
め　
、　
区　
別　
し　
て　
ア　
ン　
ケ　
ー　

ト
を
行
う
よ
う
留
意
す　
べ　
き　
で
あ
る
。　

5
本
委
員
会
の
果
た
し
た
役
割

こ　
れ　
ま　
で　
に　
行　
っ　
た　
本　
委　
員　
会　
の　
活　
動　
を　
自　
己　
評　
価　
す　

る　
と　
、　
本　
委　
員　
会　
が　
果　
た　
し　
た　
役　
割　
と　
し　
て　
は　
以　
下　
の　
よ　

う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。　

・　
外　
環　
に　
関　
す　
る　
問　
題　
の　
所　
在　
と　
論　
点　
を　
整　
理　
し　
、　
広　
く　

広
報
し
た　
こ　
と
。　

・　
過　
去　
の　
経　
緯　
を　
精　
査　
し　
、　
行　
政　
へ　
の　
反　
省　
を　
求　
め　
、　
Ｐ　

Ｉ　
の
展
開
に
向
け
て
提
言
を
行　
っ　
た　
こ　
と
。　

・　
多　
様　
な　
関　
係　
者　
や　
関　
係　
団　
体　
か　
ら　
広　
く　
意　
見　
の　
聞　
き　

取
り
を
行　
っ　
た　
こ　
と
。　

・　
今　
後　
の　
外　
環　
計　
画　
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　
提　
言　
を　
行　
っ　
た　

こ　
と
。　

今　
後　
は　
、　
必　
要　
が　
あ　
れ　
ば　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
や　
技　
術　
的　
課　

題　
な　
ど　
に　
対　
し　
て　
、　
適　
宜　
、　
有　
識　
者　
・　
専　
門　
家　
の　
意　
見　
を　

聞
く　
べ　
き　
で
あ
る
。　

6
お
わ
り
に

今　
回　
の　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
お　
い　
て　
、　い　
く　
つ　
か　
の　
留　
意　
点　

は　
あ　
る　
も　
の　
の　
、　
外　
環　
の　
計　
画　
決　
定　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
大　
き　
な　

改　
善　
が　
見　
ら　
れ　
た　
。　
今　
後　
こ　
の　
経　
験　
が　
さ　
ら　
に　
活　
か　
さ　
れ　

る　
こ　
と
を
委
員
会
と　
し　
て　
は
期
待
し
た　
い　
。　



見
を
集
め
た　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
に　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　
見　
を　
分　
類　
す　
る　

と　
、　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
、　
計　
画　
内　
容　
、　
環　
境　
、　
用　
地　

補　
償　
等　
、　
進　
め　
方　
、　
外　
環　
計　
画　
に　
対　
す　
る　
賛　
否　

と　
、　
大　
き　
く　
６　
つ　
に　
分　
類　
さ　
れ　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
主　

な
意
見
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。　

【
外
環
の
必
要
性
に　
つ　
い　
て
】　

・　
ク　
ル　
マ　
優　
先　
社　
会　
の　
見　
直　
し　
や　
総　
合　
的　
な　
交　

通　
政　
策　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
な　
ど　
、　
交　
通　
政　
策　
全　

般
に
関
す
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
首　
都　
圏　
３　
環　
状　
道　
路　
の　
整　
備　
を　
求　
め　
る　
意　
見　

が　
あ　
る　
一　
方　
、　
外　
環　
以　
外　
の　
環　
状　
道　
路　
整　
備　

で
充
分
と
す
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
交　
通　
、　
経　
済　
、　
環　
境　
、　
防　
災　
・　
市　
街　
地　
整　
備　
の　

観　
点　
か　
ら　
、　
効　
果　
を　
期　
待　
す　
る　
意　
見　
と　
効　
果　

に
疑
問
を
呈
す
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
ま　
た　
、　
外　
環　
の　
効　
果　
の　
資　
料　
の　
算　
出　
根　
拠　
に　

つ　
い　
て　
の　
疑　
問　
、　
膨　
大　
な　
コ　
ス　
ト　
に　
関　
す　
る　
懸　

念
す
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

【
計
画
内
容
に　
つ　
い　
て
】　

・　
計　
画　
内　
容　
全　
般　
に　
つ　
い　
て　
、　
具　
体　
、　
詳　
細　
な　
情　

報
を
求
め　
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
ル　
ー　
ト　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
変　
更　
や　
代　
替　
ル　
ー　
ト　
の　

検　
討　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
、　
構　
造　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　

下　
方　
式　
に　
し　
た　
場　
合　
の　
地　
上　
の　
住　
宅　
な　
ど　
へ　

の　
影　
響　
や　
地　
下　
水　
な　
ど　
環　
境　
へ　
の　
影　
響　
及　
び　

安　
全　
性　
へ　
の　
懸　
念　
に　
関　
す　
る　
意　
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
設　
置　
数　
の　

削　
減　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
、　
必　
要　

が　
な　
い　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
る　
一　
方　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　

チ　
ェ　
ン　
ジ　
は
必
要
と　
の
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
ま　
た　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
設　
置　
に　
よ　
る　
影　

響　
を　
懸　
念　
す　
る　
意　
見　
、　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
具　
体　
な　
図　
の　
提　
示　
な　
ど　
詳　
細　
な　
情　

報
提
供
を
求
め　
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
地　
上　
部　
の　
利　
用　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　
元　
主　
体　
で　
検　

討
を
行
う
こ　
と
を
求
め　
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

【
環
境
に　
つ　
い　
て
】　

・　
大　
気　
、　
地　
下　
水　
、　
騒　
音　
、　
振　
動　
な　
ど　
沿　
道　
環　
境　

へ　
の
影
響
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
生　
活　
道　
路　
へ　
の　
交　
通　
の　
自　
動　
車　
流　
入　
、　
地　
域　

コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
の　
分　
断　
な　
ど　
地　
域　
の　
生　
活　
環　
境　

へ　
の
影
響
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
自　
動　
車　
交　
通　
の　
増　
加　
を　
助　
長　
し　
、　
首　
都　
圏　
全　

体　
の　
環　
境　
悪　
化　
を　
懸　
念　
す　
る　
意　
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
ま　
た　
、　
環　
境　
へ　
の　
影　
響　
に　
つ　
い　
て　
、　
現　
況　
の　
調　

査　
結　
果　
の　
公　
表　
や　
対　
策　
方　
法　
に　
つ　
い　
て　
具　
体　

的
な
説
明
を
求
め　
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

【
用
地
補
償
等
に　
つ　
い　
て
】　

・　
外　
環　
の　
詳　
細　
な　
計　
画　
図　
に　
つ　
い　
て　
情　
報　
提　
供　

を
求
め　
る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
建　
築　
制　
限　
へ　
の　
不　
満　
、　
今　
後　
の　
生　

活　
設　
計　
が　
見　
通　
せ　
な　
い　
こ　
と　
へ　
の　
不　
安　
な　
ど　

の
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
用　
地　
買　
収　
や　
移　
転　
・　
営　
業　
補　
償　
な　
ど　
に　
関　
す　
る　

質　
問　
や　
情　
報　
提　
供　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　

【
進
め
方
に　
つ　
い　
て
】　

・　
今　
後　
の　
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　
を　
明　
確　
に　
す　
べ　
き　
と　
い　

う
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

・　
意　
見　
の　
把　
握　
や　
反　
映　
の　
方　
法　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
、　

沿　
線　
住　
民　
へ　
の　
事　
細　
か　
な　
情　
報　
提　
供　
を　
求　
め　

る
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　

そ　
の　
他　
、　
外　
環　
計　
画　
に　
対　
す　
る　
賛　
否　
に　
つ　
い　
て　

の
意
見
が
あ　
っ　
た　
。　
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インターチェンジの有無による違い (その 1)

〈世田谷通りインターチェンジ〉 〈国道20号インターチェン 〈東八道路インターチェンジ〉 〈青梅街道インターチェンジ〉 〈目白通りインターチェンジ〉

ない場合

ある場合

ない場合

ある場合

ない場合

ある場合

ない場合

ある場合

ない場合

ある場合

・この図は、シールド構造を可能な限り採用した場合の概略図です。

・開削ボックス（埋め戻し部）の地上部については、住宅などの土地
利用も可能です。

・シールドトンネルの地上部については、現状の市街地を維持するこ
とが可能です。

※図面は参考資料の原画を縮小して掲載しています。

〈
参
考
資
料
１
〉

東
京
環
状
道
路
有
識
者
委
員
会

第
一
次
提
言
の
ポ
イ
ン
ト

住
民
と
行
政
の
関
わ
り
方
を
中
心
と　
し
た　

こ　
れ
ま　
で　
の
経
緯
に　
つ　
い　
て

・　
外　
環　
に　
関　
係　
す　
る　
行　
政　
機　
関　
は　
、　
凍　
結　
し　
た　

だ　
け　
で　
そ　
の　
後　
30
年　
以　
上　
、　
説　
明　
や　
対　
話　
の　

努　
力　
を　
怠　
り　
、　
計　
画　
を　
放　
置　
し　
た　
こ　
と　
を　
猛　

省
す　
べ　
き

・　
長　
期　
間　
の　
凍　
結　
は　
、　
地　
元　
住　
民　
に　
と　
っ　
て　
も　

首　
都　
圏　
全　
体　
に　
と　
っ　
て　
も　
問　
題　
で　
あ　
り　
、　
早　

期
解
決
が
必
要

今
後
の　
Ｐ　
Ｉ
を
進
め　
る
上
で　
の
課
題
に　
つ　
い　
て

（
１
）　関
係
者
と　
の
対
話
の
あ
り
方
に　
つ　
い　
て

・　
沿　
線　
以　
外　
の　
住　
民　
、　
経　
済　
界　
や　
運　
輸　
事　
業　
者　

な　
ど　
の　
関　
係　
す　
る　
企　
業　
・　
団　
体　
も　
関　
係　
者　
と　

し　
て
、　
意
見
の
把
握
に
努
め　
る　
べ　
き

・　
沿　
線　
住　
民　
と　
の　
話　
し　
合　
い　
の　
場　
と　
し　
て　
は　
、　

Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
協　
議　
会　（　
仮　
称　
）　が　
準　
備　
さ　
れ　
て　
い　

る　
が　
、　
早　
期　
に　
ス　
タ　
ー　
ト　
さ　
せ　
る　
こ　
と　
が　
望　

ま　
し　
い

・　
関　
係　
者　
が　
対　
等　
に　
議　
論　
で　
き　
る　
よ　
う　
、　
必　
要　

な　
情　
報　
を　
専　
門　
的　
、　
客　
観　
的　
意　
見　
を　
踏　
ま　
え　

つ　
つ　
、　
可
能
な
限
り
提
供
す　
べ　
き

（
２
）　必
要
性
の
議
論
を
進
め　
る
に
あ
た　
っ　
て

・　
整　
備　
し　
た　
場　
合　
の　
周　
辺　
へ　
の　
影　
響　
は　
も　
ち　
ろ　

ん　
の　
こ　
と　
、　
整　
備　
し　
な　
か　
っ　
た　
場　
合　
の　
都　
市　
の　

生　
活　
環　
境　
や　
都　
市　
活　
動　
へ　
の　
影　
響　
な　
ど　
、　
外　

環
の
功
罪
に　
つ　
い　
て
議
論
す
る　
こ　
と
が
大
切

（
３
）　具
体
の
計
画
内
容
で　
の
議
論
の
方
向
性
に　
つ　
い　
て

・　
行　
政　
は　
、　
議　
論　
の　
素　
材　
と　
も　
な　
る　
案　
を　
含　
め　

た
考
え
方
を
必
要
に
応
じ
、　
示
す　
べ　
き

・　
Ｉ　
Ｃ　
の　
有　
無　
は　
、　
地　
域　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
が　
大　

き　
い　
た　
め　
、　
Ｉ　
Ｃ　
に　
関　
す　
る　
情　
報　
を　
早　
急　
に　

提　
示　
す　
る　
こ　
と　
も　
、　
外　
環　
の　
必　
要　
性　
を　
議　
論　

す
る
上
で
重
要

・　
地　
元　
自　
治　
体　
を　
中　
心　
に　
将　
来　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

の
観
点
か　
ら　
の
議
論
が
必
要

（
４
）　進
行
管
理
の
考
え
方
に　
つ　
い　
て

・　
今　
後　
、　
十　
分　
な　
議　
論　
を　
行　
う　
一　
方　
で　
、　
時　
間　

管
理
を
念
頭
に
置
く　
べ　
き

〈
参
考
資
料
２
〉

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｉ
活
動
に　
つ
い
て

①
情
報
の
提
供

国　
及　
び　
東　
京　
都　
は　
、　こ　
れ　
ま　
で　
の　
Ｐ　
Ｉ　
活　
動　
で　
、　

以　
下　
の　
よ　
う　
に　
情　
報　
の　
提　
供　
を　
実　
施　
し　
た　
。　

○
パ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
の
配
布

約
14
万
３
千
部

○
広
報
紙
外
環
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
ル　
の
配
布

約
93
万
部
を
８
回
配
布

○　
説　
明　
会　
･  

相　
談　
所　
･  

現　
地　
視　
察　
会　
の　
開　
催　

１　
０　
０
回
、　
約
４　
７　
０　
０
名
参
加

○
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ

約
３
万
９
千
件　
ア　
ク　
セ　
ス　

○
記
者
発
表33

回

※　
平　
成　
11
年　
５　
月　
〜　
平　
成　
14
年　
10
月　
ま　
で　

②
意
見
の
把
握

こ　
れ　
ま　
で　
に　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
意　
見　
数　
は　
以　
下　
の　

通
り
で
あ
る
。　

○
説
明
会
･
相
談
所

約
１　
０　
０　
０
名

○
は　
が
き

約
２　
５　
０　
０
通

○
電
話
･
F
A
X
･  
メ　
ー　
ル　
等

約
１　
７　
０　
０
件

○　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト
調
査

約
９　
７　
０　
０
名

※　
平　
成　
11
年　
５　
月　
〜　
平　
成　
14
年　
10
月　
ま　
で　

③
Ｐ　
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会

Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
の　
設　
立　
ま　
で　
に　
、　
国　
、　

東　
京　
都　
及　
び　
地　
元　
住　
民　
団　
体　
は　
、　
以　
下　
の　
よ　
う　

に　
話　
し　
合　
い　
及　
び　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
協　
議　
会　（　
仮　
称　
）　準　

備
会
を
実
施
し
た　
。　

○
地
元
団
体
と　
の
話
し
合　
い

計
４
回

※　
平　
成　
12
年　
４　
月　
〜　
平　
成　
13
年　
８　
月　
ま　
で　

○
Ｐ　
Ｉ
外
環
協
議
会　
（
仮
称
）　準
備
会

計
９
回

※　
平　
成　
13
年　
９　
月　
〜　
平　
成　
14
年　
３　
月　
ま　
で　

そ　
の　
結　
果　
、　
国　
、　
東　
京　
都　
、　
沿　
線　
７　
区　
市　
及　
び　

沿　
線　
区　
市　
関　
係　
者　
か　
ら　
な　
る　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　

議　
会　
を　
平　
成　
14
年　
６　
月　
に　
設　
立　
し　
、　
こ　
れ　
ま　
で　

に
計
10
回
開
催
し　
て　
き
た　
。　

④　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
と　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
関　

す
る
連
絡
会　（
７
区
市
行
政
連
絡
会
）　

東　
京　
都　
が　
、　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
の　
整　
備　

並　
び　
に　
こ　
れ　
に　
関　
す　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
つ　
い　
て　
、　

計　
画　
の　
具　
体　
化　
に　
向　
け　
、　
検　
討　
を　
行　
う　
た　
め　
、　

関　
係　
区　
市　
及　
び　
国　
の　
意　
見　
を　
聞　
く　
場　
と　
し　
て　
、　

「　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
と　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
関　

す　
る　
連　
絡　
会　
」　
を　
平　
成　
10
年　
３　
月　
に　
設　
立　
し　
、　
こ　

れ
ま　
で　
に
以
下
の
通
り
開
催
し
た　
。　

○
連
絡
会

計
５
回

○
幹
事
会

計
20
回

（
平
成
10
年
３
月
〜
平
成
14
年
10
月
ま　
で
）　

⑤
有
識
者
委
員
会
に
よ
る　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ

本　
委　
員　
会　
と　
し　
て　
も　
、　
以　
下　
の　
よ　
う　
に　
各　
種　

ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ
を
計
10
団
体
実
施
し
た　
。　

○
沿
線
住
民

上　
石　
神　
井　
商　
店　
街　
振　
興　
組　
合　
／　
北　
野　
不　
動　

産
管
理
研
究
会
／
外
環
道
路
反
対
連
盟

○
道
路
利
用
者

東
京
路
線
ト　
ラ　
ッ　
ク
協
議
会
／　
（
社
）　日
本

自　
動　
車　
連　
盟　（　
Ｊ　
Ａ　
Ｆ　
）　／　
西　
武　
バ　
ス　（　
株　
）　

○
商
工
関
係
者

東
京
商
工
会
議
所

○
環
境
の
専
門
家

国
立
環
境
研
究
所

○
外
環　（
埼
玉
区
間
）　の
関
係
者

草
加
市
／
辻
水
深
団
地
自
治
会

〈
参
考
資
料
３
〉

こ
れ
ま　
で
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に　
つ　
い　
て

①　
首　
都　
圏　
の　
社　
会　
資　
本　
整　
備　
と　
東　
京　
外　
か　
く　
環　

状　
道　
路　（　
外　
環　
）　に　
関　
す　
る　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　﹇　
第　
２　

回
﹈　（　
Ｈ　
14
実
施
）　

■
実
施
概
要

○
対
象
者　

首
都
圏　
（
東
京
都
、　
埼
玉
県
、　
千

葉　
県　
、　
神　
奈　
川　
県　
）　に　
居　
住　
す　
る　
20
歳　
以　
上　

の　
男　
女　
個　
人　
５　
０　
０　
０　
人　
。　
う　
ち　
有　
効　
回　

収
数
約
３
５　
０　
０
票　
（
回
収
率
約
70
％
）　

○
実
施
期
間　

平
成
14
年
10
月
５
日
〜　
21
日

■
結
果
概
要

○　
新　
た　
に　
環　
状　
道　
路　
を　
整　
備　
す　
る　
べ　
き　
だ　
と　

い　
う
意
見
に　
つ　
い　
て

・　「　
賛　
成　
で　
き　
る　
」　
約　
78
％　
（　
賛　
成　
で　
き　
る　

42
・　
１　
％　
、　
ど　
ち　
ら　
か　
と　
い　
う　
と　
賛　
成　
で　

き
る
36
・
０
％
）　

・　「　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　
」　
約　
21
％　（　
あ　
ま　
り　
賛　
成　

で　
き　
な　
い　
15
・　
３　
％　
、　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　

５
・
５
％
）　

○　
外　
環　
に　
よ　
る　
高　
速　
道　
路　
の　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　

化
を
図
る　
べ　
き
だ
と　
い　
う
意
見
に　
つ　
い　
て

・　「　
賛　
成　
で　
き　
る　
」　
約　
74
％　
（　
賛　
成　
で　
き　
る　

36
・　
１　
％　
、　
ど　
ち　
ら　
か　
と　
い　
う　
と　
賛　
成　
で　

き
る
37
・
４
％
）　

・　「　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　
」　
約　
25
％　（　
あ　
ま　
り　
賛　
成　

で　
き　
な　
い　
19
・　
６　
％　
、　
賛　
成　
で　
き　
な　
い　

５
・
３
％
）　

○　
外　
環　
で　
実　
施　
さ　
れ　
て　
い　
る　
Ｐ　
Ｉ　
方　
式　
の　
検　

討
に　
つ　
い　
て

・　「　
評　
価　
で　
き　
る　
」　
約　
53
％　
（　
評　
価　
で　
き　
る　

21
・　
２　
％　
、　
や　
や　
評　
価　
で　
き　
る　
31
・　
９　
％　
）　

・　「　
評　
価　
で　
き　
な　
い　
」　
約　
７　
％　（　
あ　
ま　
り　
評　
価　

で　
き　
な　
い　
４　
・　
６　
％　
、　
評　
価　
で　
き　
な　
い　

１
・
９
％
）　

○　
「　
計　
画　
の　
た　
た　
き　
台　
」　
を　
公　
表　
し　
た　
こ　
と　
に　

つ　
い　
て

・　「　
知　
っ　
て　
い　
た　
」　
約　
37
％　（　
よ　
く　
知　
っ　
て　
い　
た　

１　
・　
５　
％　
、　
あ　
る　
程　
度　
知　
っ　
て　
い　
た　
14
・　

０　
％　
、　
聞　
い　
た　
こ　
と　
が　
あ　
る　
よ　
う　
な　
気　
が　

す
る
21
・
９
％
）　

・　「
知
ら
な
か　
っ　
た
」　
約
62
％

○　
高　
架　
構　
造　
か　
ら　
地　
下　
構　
造　
へ　
の　
計　
画　
の　
変　

更
に　
つ　
い　
て

○

地
下
構
造
は
費
用
が　
か　
か　
る　
の　
で
高
架
構

造
で
整
備
す
る　
べ　
き
だ

・　「　
そ　
う　
思　
う　
」　
約　
20
％　
（　
そ　
う　
思　
う　
６　
・　

３
％
、　
や
や
そ
う
思
う
13
・
５
％
）　

・　「　
そ　
う　
思　
わ　
な　
い　
」　
約　
35
％　
（　
あ　
ま　
り　
そ　
う　

思　
わ　
な　
い　
18
・　
５　
％　
、　
そ　
う　
思　
わ　
な　
い　

16
・
３
％
）　

○

沿
道　
へ　
の
影
響
を
抑
え
る
た　
め　
に
地
下
構

造
で
整
備
す
る　
べ　
き
だ

・　「　
そ　
う　
思　
う　
」　
約　
47
％　
（　
そ　
う　
思　
う　
18
・　

９
％
、　
や
や
そ
う
思
う
27
・
６
％
）　

・　「　
そ　
う　
思　
わ　
な　
い　
」　
約　
14
％　
（　
あ　
ま　
り　
そ　
う　

思　
わ　
な　
い　
７　
・　
７　
％　
、　
そ　
う　
思　
わ　
な　
い　

５
・
９
％
）　

○　
な　
お　
、　
平　
成　
12
年　
２　
月　
に　
沿　
道　
７　
区　
市　
（　
都　

計　
エ　
リ　
ア　
、　
周　
辺　
エ　
リ　
ア　
、　
全　
域　
エ　
リ　
ア　
）　と　
、　

１　
都　
３　
県　
の　
約　
７　
０　
０　
０　
人　
を　
対　
象　
に　
実　
施　

し　
、　
約　
６　
３　
０　
０　
人　
か　
ら　
回　
答　
を　
頂　
い　
た　
首　

都　
圏　
の　
社　
会　
資　
本　
整　
備　
と　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　

道
路　
（
外
環
）　に
関
す
る　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
で　
は
、　

・　「　
３　
環　
状　
９　
放　
射　
の　
整　
備　
が　
必　
要　
」　
と　
思　
っ　

て　
い　
る
人
は
約
80
％

・　「　
新　
し　
い　
検　
討　
方　
法　
で　
検　
討　
を　
行　
う　
こ　
と　

（　
Ｐ　
Ｉ　
）　」　に　
対　
し　
て　
、　
行　
う　
べ　
き　
ま　
た　
は　
内　

容　
や　
進　
め　
方　
に　
よ　
っ　
て　
は　
行　
っ　
て　
も　
良　
い　

と
す
る
人
は
約
91
％

と　
い　
う
結
果
を
得
て　
い　
る
。　

②　
説　
明　
会　
、　
相　
談　
所　
、　
は　
が　
き　
、　
電　
話　
等　
で　
寄　
せ　

ら
れ
た
意
見

平　
成　
13
年　
４　
月　
の　「　
計　
画　
の　
た　
た　
き　
台　
」　
公　
表　

後　
か　
ら　
平　
成　
14
年　
10
月　
ま　
で　
に　
、　
パ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
、　

広　
報　
紙　
、　
説　
明　
会　
、　
相　
談　
所　
、　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
等　

で　
情　
報　
を　
発　
信　
し　
、　
パ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
添　
付　
は　
が　

き　
、　
説　
明　
会　
や　
相　
談　
所　
、　
電　
話　
、　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
、　
メ　
ー　

ル　
等　
に　
よ　
り　
、　
沿　
線　
住　
民　
を　
中　
心　
に　
幅　
広　
く　
意　

〈参考資料４〉



い　
う　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　
け　
し　
ま　

し　
た　
。　
ま　
た　「　
沿　
線　
住　
民　
は　
苦　

労　
し　
て　
い　
る　
。　
や　
る　
や　
ら　
な　
い　

の　
結　
論　
を　
早　
く　
出　
し　
て　
ほ　
し　

い　
」　
と　
い　
っ　
た　
ご　
意　
見　
も　
い　
た　

だ
き
ま　
し
た　
。　

(4)No.9 東京外かく環状道路広報紙

国
と
都
か
ら
必
要
性
の
有
無

効
果
と

影
響

な
ど
に　
つ
い
て
資
料
を
提
出

Ｐ　
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
、　
計　
11
回
開
催

第 1 1 回 P I 外環沿線協議会

東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
間　
）　の　

計　
画　
に　
つ　
い　
て　
、　
計　
画　
沿　
線　
7

区　
市　
の　
関　
係　
者　
と　
7

区　
市　
、　

国　
土　
交　
通　
省　
、　
東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
の　
29
名　
で　
構　
成　
さ　
れ　
る　

「　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
」　（　
略　
称　
・　
沿　
線　
協　
議　
会　
）　は　
、　
平　

成　
14
年　
6

月　
に　
発　
足　
以　
来　
12
月　
ま　
で　
に　
11
回　
の　
会　
合　
を　
重　

ね　
て
き
ま
し
た
。　

相談所の様子（石神井公園区民交流センター）

日　程　　　　　

10月18日（金）19日（土）

25日（金）26日（土）

11月 1日（金） 2日

（土）

8日（金）9日（土）

8日（金）9日（土）

15日（金）16日（土）

15日（金）16日（土）

会　場

練馬区・石神井公園区民交流センター

調布市・文化会館たづくり

世田谷区・砧区民会館

狛江市・狛江市役所小田急線高架下分室

三鷹市・井の頭コミュニティセンター

杉並区・区立勤労福祉会館

武蔵野市・吉祥寺南町コミュニティセンター

練馬区・上石神井区民館

来場者数　　

127名

72名

59名

21名

37名

49名

28名

73名

国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　
は　
、　

東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　（　
関　
越　

道　
〜　
東　
名　
高　
速　
間　
）　に　
関　
し　
て　

情　
報　
提　
供　
し　
、　
皆　
さ　
ん　
か　
ら　
の　

ご　
意　
見　
・　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　
け　
す　

る　
目　
的　
で　
相　
談　
所　
を　
開　
催　
し　

ま　
し
た　
。　

相　
談　
所　
で　
は　
、　
外　
環　
に　
関　

す　
る　
パ　
ネ　
ル　
や　
資　
料　
を　
用　
意　

し　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　

の　
担　
当　
者　
が　
相　
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　

で　
個　
別　
の　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　
け　

し
ま
し
た
。　

ご　
相　
談　
と　
し　
て　
は　
、　「　
我　
が　

家　
は　
計　
画　
線　
に　
入　
る　
の　
か　
」　

「　
だ　
い　
た　
い　
何　
年　
ぐ　
ら　
い　
か　
か　

る　
の　
か　
」　「　
建　
て　
替　
え　
を　
考　
え　

て　
い　
る　
が　
ど　
う　
し　
た　
ら　
よ　
い　

か　
」　「　
シ　
ー　
ル　
ド　
に　
な　
っ　
た　
場　
合　

の　
補　
償　
は　
ど　
う　
な　
る　
の　
か　
」　
と　

東
京
外
か
く
環
状
道
路　
「
相
談
所
」　
を
開
催

8
会
場
に
4
6
6
名
が
来
場

1～2月の開催日程

▼第12回 1 月21日（火）

▼第13回 2 月 4 日（火）

▼第14回 2 月20日（木）

沿　
線　
協　
議　
会　
で　
は　
こ　
れ　
ま　

で　
、　
首　
都　
圏　
の　
交　
通　
の　
現　
状　
と　

課　
題　
、　
Ｐ　
Ｉ　
の　
進　
め　
方　
、　
協　
議　

会　
の　
進　
め　
方　
、　
必　
要　
性　
の　
有　
無　

（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　、　
昭　
和　
4  1  
年　
都　

市　
計　
画　
決　
定　
時　
な　
ど　
に　
関　
す　
る　

資　
料　
が　
協　
議　
員　
か　
ら　
提　
出　
さ　

れ　
、　
資　
料　
の　
内　
容　
な　
ど　
に　
つ　
い　

て　
議　
論　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ
れ
ま
で
の
主
な
意
見

原
点　
（
昭
和
41
年
都
市
計

画
決
定
時
）　に　
つ　
い　
て
は
、　
議

論
に
必
要
な
デ　
ー　
タ　
や
資
料

を
提
出
し
、　
話
し
合
う
こ　
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　

首
都
圏
の
交
通
の
現
状
と

課
題
に　
つ　
い　
て
は
、　
協
議
員

か　
ら　
「
N  
O  
2  
の
測
定
局
の

所
在
地
を
詳
し
く
知
り
た　

い
」　
と　
い　
っ　
た
要
望
や
、　「
通

過
交
通
の
デ　
ー　
タ　
に　
つ　
い　
て

は
、　
今
回
示
さ
れ
て　
い　
る
数

値
と
東
京
都
で
ま
と
め　
て
あ

る
既
出
の
数
値
が
違
う
の　
で

は
な　
い　
か
」　
な
ど
と　
い　
っ　
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。　

Ｐ　
Ｉ　
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　「　
整　
備　
し　
た　
場　
合　
の　
影　
響　

沿
線
協
議
会
の
経
緯

ば　
か　
り　
で　
な　
く　
、　
整　
備　
し　
な　

か　
っ　
た　
場　
合　
の　
影　
響　
に　
つ　
い　
て　

も　
議　
論　
す　
べ　
き　
」　
な　
ど　
と　
い　
っ　

た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

必
要
性
の
有
無　
（
効
果
と

影
響
）　
に　
つ　
い　
て
は
、　「
関
越

道
〜
東
名
高
速
間
の
外
環
道

は
中
央
道
と
だ
け
連
絡
し　

て
、　
途
中
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
は　
つ　
く
ら
ず
、　
大
深
度
ト　

ン
ネ　
ル　
１
本　
つ　
く
れ
ば
よ　

い
」　
と　
い　
っ　
た
意
見
や
、　「
新

た　
に
道
路
を
整
備
す
る　
こ　
と

や　
ロ　
ー　
ド
プ　
ラ
イ
シ　
ン　
グ
と　

い　
う
こ　
と
で
な
く
、　
別
の
方

こ　
の
沿
線
協
議
会
は
、　
平

成
13
年
8

月
6

日
の
第
4

回　

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に

関
す
る
地
元
団
体
と　
の
話
し

合　
い
」　
の
席
で
国
土
交
通
省

と
東
京
都
が
、　
Ｐ　
Ｉ
外
環
協

議
会　
（
仮
称
）　
設
立
に
向
け
た

準
備
会
を
提
案
し
ま
し
た
。　

こ　
れ　
を　
受　
け　
て　
始　
め　
た　
地　

元　
団　
体　
代　
表　
と　
国　
土　
交　
通　

省　
、　
東　
京　
都　
で　
構　
成　
さ　
れ　
る　

「　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
協　
議　
会　
（　
仮　
称　
）　

準　
備　
会　
」　
で　
基　
本　
認　
識　
や　
協　

議　
会　
の　
目　
的　
、　
位　
置　
づ　
け　
、　
話　

し　
合　
う　
内　
容　
、　
構　
成　
な　
ど　
に　

つ　
い　
て　
確　
認　
し　
、　
7
区　
市　
と　
国　

土　
交　
通　
省　
・　
東　
京　
都　
か　
ら　
推　

薦　
さ　
れ　
た　
18
名　
の　
関　
係　
者　

と　
、　
7

区　
市　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
、　

東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
11
名　
、　
合　

計　
29
名　
で　
構　
成　
さ　
れ　
る　
Ｐ　
Ｉ　

外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
が　
発　
足　
し　

て　
い
ま
す　
。　

法
を
考
え
る　
べ　
き
。　
道
路
を

整
備
し　
て
も
、　
誘
発
交
通
が

発
生
し　
て
、　
渋
滞
は
解
消
で

き
な　
い
」　
と　
い　
っ　
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。　

東京環状道路有識者委員会最終提言の参考資料

※インターチェンジまでのアクセス時間圏域の計算
① 主要地方道以上を対象に道路交通センサス（H 1 1）の旅行速度（ピーク時）を用い、一般県道

以下主な路線については、旅行速度を1 6 k m /hと設定し、5分、1 0分、2 0分毎の範囲を計算
したものです。

② 時間圏域は、①の結果からプロットされたポイントを単純に結び、示した概ねの範囲です。
③ 外環供用による一般道の速度変化は考慮していません。

＜現　況＞

＜インターチェンジがある場合＞

＜インターチェンジがない場合＞

インターチェンジの有無による違い (その 3)
インターチェンジまでのアクセス時間圏域

移転の影響

インターチェンジの有無による違い (その 2)

注１）地下構造の場合の建物数は、都市計画図を用いて、地下構造を想定した区市別の概ねの数であり、具体の調査・
設計等により変動する概数です。

注２）〈 〉内は、開削ボックスと考えられる区間のうち、完成後も地上の利用が困難と考えられる区間の建物数で、連絡
路が地表に出る位置からと仮定。

注３）開削ボックスと考えられる区間には、工事後埋戻しをして地上を住宅や公園等に利用可能と考えられる区間と、地
上部が連絡路等となり完成後も利用が困難と考えられる区間が考えられます。

注１）建物数は、都市計画図を用いて、地下構造を想定した場合の概ねの数であり、具体の調査・設計等により変動す
る概数です。
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